
ふるい目幅について

水稲の10ａ当たり平年収量の算定方法

①10a当たり実収量 （直近30年間）

②当該年の傾向値（1.70㎜のふるい目幅）を算出

③有識者会議を開催し意見聴取

各年ごとに、不規則な気象
効果（気象による不規則な変
動要因）を除去し、補正単収
を作成後、それを基に長期
的すう勢（トレンド）の曲線を
算出

検 証 栽培技術や作付品種構成等の変化状況等最近の稲作生産事情
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傾向値（1.70㎜のふるい目幅）

➄多くの農家等が使用しているふるい目幅の10ａ当たり平年収量の決定

10ａ当たり平年収量（1.70㎜のふるい目幅）に、都道府県別に最大シェアのふるい目幅を
基準とした重量割合を乗じて、農家等が使用しているふるい目幅基準の都道府県別10ａ当た
り平年収量を算出

➃当該年の10a当たり平年収量（1.70㎜のふるい目幅）を決定

補正値

10a当たり実収量

すう勢を表す傾向値

※なお、水稲の作柄表示地帯別10ａ当たり平年収量については、６月末頃を目途に決定


	流れ図（R７年）新 (県別)

